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１はじめに
2002年に開催した中国共産党第16期党大会で胡錦涛が総
書記に就任した。胡錦涛政権は，量的な経済発展から質的
な経済発展へと戦略を転換し,｢科学的発展観｣の下での｢和
譜社会」を目標に掲げた。持続可能な経済発展には社会全
体の安定が重要な要素であり，その安定要素の必須条件と
なるのが医療保障,年金制度などの社会保障の整備である。
とくに，医療保障による社会保障を充実させることは，国
民が安心した生活を営む上で極めて重要である。
実際には，現行の医療制度にみられる医療費の伸び率が
所得の伸び率を大幅に上回っており，「診療を受けること
が難しく・医療費が高い」問題(以下，「蒋病難・看病貴」問
題と略す)が深刻となった今日，中国では医療保障の水準を
向上すると共に，実効のある医療保障の制度的整備が喫緊
の課題になっている。本稿では，そうした点から医療保障
制度を取り上げ，それを現政権の政治理念の視角から考察
する。その際，社会政策・医療保障制度の関係についても
併せて確認していく。
２「全面的小康」社会の構築
2002年に胡錦涛が新指導リーダーとして就任すると同時
に，江沢民は都市部と農村部の格差是正という政治課題を
胡錦涛政権に与えた。すなわち，2020年までに沿海や都市
Ｉ）
の「全体的′l､康」社会を内陸や農村に広げる「全面的小康」
社会が実現することである。その後,胡錦涛政権(2002年～）
は，改革開放を揺るぎなく堅持する一方，「五つの統一的
２）
配置｣(中国語に「五個統簿」という表現がある）の要求に基づ
き，改革開放がもたらした歪みを是正する方針を示してい
る。さらに，胡錦涛政権は「第11次５カ年計画(2005～2010
年)」と2007年に開催された第17回党大会によれば，「科学
的発展観」の確立と「和譜社会」の構築というスローガン
に基づき，「全面的小康」社会を実現していくという目標
を掲げた。
この「科学的発展観」の目的は，従来の経済発展モデル
を科学的に転換させ，都市と農村の格差や，地域と地域の
間の格差を解消し，経済優先と社会軽視の方針を見直し，
省エネルギーと環境保護を重視し，国際化を一層推進する
ことである。つまり，中国経済成長において，粗放型から
集約型へ，エネルギーの大量消費からエネルギーの効率的
使用へ，外需主導から内需主導へといった科学的発展に転
換させていくことにより，最終的に「和譜社会」を実現す
ることである。
2.1第11次５カ年計画と第17回党大会
第11次５カ年計画は「以人為本(人間本位)」という政治
理念の下で持続性のある経済成長を遂げるために，「科学
的発展観」という基本的な考え方を採択した。その計画に
よれば，胡錦涛が掲げた「和譜社会」の構築は，従来の経
済成長を重視した政策から，公平・公正や人と自然の調和
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３）
を重視する政策に転換する。
第11次５ヵ年計画の期間中には，北京オリンピックや上
海万博が開催され，四川大地震などの自然災害や，チベッ
トや新認などでの民族紛争および世界金融危機の影響を克
服し，中国経済はさまざまな角度から試練を受けた。しか
し，中国経済は順調な成長を続けている一方で，経済発展
のアンバランス，不協調，持続不可能という課題を抱えて
おり，所得格差の拡大，投資と消費のアンバランス，雇用
問題のプレッシャーと深刻な雇用ミスマッチなどの問題へ
の危機感を深めている。とくに，都市部と農村部や地域間
の格差拡大に歯止めをかけ，公共サービスや医療保障など
の民生問題が「和譜社会」の構築にとって喫緊の課題とな
る。
「科学的発展観」の確立と「和譜社会」の構築との関係
については，第17回党大会で「科学的発展がなければ社会
の調和は成り立たず，社会の調和がなければ科学的発展は
実現できなくなるという内在的に統一したものである」と
明言している。とくに，胡錦瀧は「小康社会を全面的に建
設するには，都小平理論と「三つの代表」論を堅持し，科
学的発展観を深く貫き，徹底させなければならない」と述
べている。胡錦涛は「科学的発展観」について，次のよう
に報告している。
・党の執政における第一の重要任務は，「発展」である。
「発展」は，小康社会の全面建設と社会主義現代化の
推進において，決定的な意義を持っている。
．「科学的発展観」の核心は，「以人為本」を堅持するこ
とである。つまり，誠心誠意人民に奉仕するのが党の
根本的主旨であり，党の一切の奮闘と活動は人民に幸
せをもたらすためである。
・中国の経済・社会の長期的で持続可能な発展を実現す
るためには，中国の特色のある社会主義事業の総合的
見地に基づいて，経済，政治，文化，社会といった各
分野の建設を全面的に推進し,各方面の協調を促進し，
生産関係と生産力の協調をはかることである。
．「科学的発展観」の根本的な方法は，都市と農村，地
域と地域，経済と社会，人と自然，国内発展と対外開
放，中央と地方，個人の利益と集団の利益，局部的利
益と全体的利益，短期的利益と長期的利益などといっ
た各方面の発展を適切に配慮し，各方面の積極‘性を十
４）
分に引き出すようIこしなければならない。
現在の胡錦涛政権は，所得格差の拡大や官僚の腐敗など
深刻な問題に対して「以人為本(人間本位)」という政治理
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念の下で，「科学的発展観」の確立と「和譜社会」の構築
というスローガンを提唱している。しかし，現在は格差の
拡大は一向に止まる気配がなく，都市部と農村部の格差是
正という政治課題を実現することが最も困難である。実際
には，「全面的小康」社会の実現には，持続的な経済成長
が必要であるが，その持続性を高めるために社会政策の強
化が迫られている。とくに，急速な経済発展による中国社
会に多くの社会的な歪みまたは負の遺産を生じ，この解決
に向けた対策が必要である｡たとえば,2005年に政府は,｢社
会主義新農村」の建設を本格的に提唱し，新しい農村の在
り方を示したが，年金や医療，最低生活保障などの整備が
進んでいる都市部より大きく立ち遅れている農村部の社会
保障はほとんど個人と家族の責任とされている。したがっ
て，二元社会における中国が「和譜社会」を実現するため
には，かつ権利性と普遍性の欠けた社会保障制度を抜本的
に見直す必要がある(王2008：13-17)。
2.2第12次5カ年計画
2010年１０月に採択された「第12次５カ年計画」（2011年
～2015年)の草案は，2011年３月に開かれた第11期全国人民
代表大会(日本の国会に相当)第４回会議に承認された。中国
の経済発展においては，国内の所得格差，発展の不協調，
社会矛盾の深刻化などの問題や，世界金融危機の影響やグ
ローバル競争の激化といった国外の経済社会環境に加え，
その発展方式の転換加速が迫られていた。したがって,｢第
12次５カ年計画」では，2015年までの５年間に経済社会発
展を図るために，５つの基本要求と７つの目標を掲げてい
る。
具体的には，科学的発展観に基づき，経済発展方式の
転換加速のためには，①経済構造の戦略的調整を切り口と
する，②科学技術の進歩とイノベーションを重要な柱とす
る，③民政の保障および改善を根本的な出発点と足掛かり
とする，④資源節約型・環境友好型社会の建設を重要な力
点とする，⑤改革開放を強大な動力とする，といった５つ
の基本要求である。その７つの目標は①経済が安定的で比
較的速く発展する，すなわち，経済成長については，経済
成長の「量の拡大」の追求よりも「アンバランス,不協調，
持続不可能」という経済社会の構造問題の解決による経済
社会発展の「質の追求」の発展モデルへの転換を図る。②
経済構造の戦略的調整が著しい進展を遂げる，すなわち，
経済構造の戦略的調整を通じて様々な不均衡な構造を改善
するとともに消費主導による内需型の経済成長を求める。
③科学教育水準を高める，すなわち，九年義務教育の質が
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注：①GDPと都市・農村住民収入の絶対値は、2010年の価格によって計算する。その増加速度は、不変価格によっ
て計算する。
②［］内の数値は、2011年から2015年までの5年間の累計値である。
③都市・農村における三つ基本医療保険の加入率は、年末における都市労働者基本医療保険と都市住民基本医
療保険および新型農村合作医療に加入した総人口と全国の総人口の比である。
④都市・農村住民収入の増加率が、GDP成長率目標よりやや高い水池に設定されている。実施する際には、経
済発展と共同の発展を実現できるように努力する。
出所：「国民経済和社会発展第十二/i､五年規劃綱要（全文)」のコラム２より作成
向上し，全国の教育水準を着実に引き上げる。④資源の節
約と環境保護を一層に推進する，すなわち，資源の節約と
管理を強化し，耕地と環境の保謹にしっかり取り組む。⑤
人民の生活を全面的に改善する，すなわち，都市と農村住
民の収入が全体的に比較的速いペースで増加し，住民の所
得向上は「国富」から「民富」へと転換し，社会保障制度
の充実および保障水準をいっそう引き上げる。⑥社会建設
が著しく強化する，すなわち，全国民をカバーする基礎公
共サービスシステムを遂次に整備し，社会主義民主法制を
さらに健全し，国民権利の保護などの民生問題の解決が重
視される。⑦改革開放のさらなる深化，すなわち，財政・
税制・金融，価格体制，独占業種および政府の行政機能な
どの改革を不断に強化する(表ｌを参照)。
これらの目標を達成するためには,①マクロ・コントロー
ルの強化と改善，②消費需要の拡大，③投資構造の調整，
④工業化，都市化および農業近代化の推進，⑤科学技術の
創新による産業システムの発展，⑥地域間の協調的発展の
促進,⑦資源節約と環境保護の機制の健全,⑧基礎公共サー
ビスシステムの整備，⑨住民の所得増加の加速，⑩社会管
３）
理の強化と創新といった政策手段が明示されている。
近年，中国においては工業化・情報化･都市化・市場化・
国際化を進展する一方，貧富の格差，地域の格差，社会的
不公平と社会保障制度の不備など，様々な経済的・社会的
問題が浮上しており，社会的不安が高まっていった。中国
社会科学院「中国社会状況総合調査」課題組が，「2008年
中国民生問題調査報告｣で18の社会問題について調査した。
そのうち，三大社会問題として報告された項目は，「物価
が高い｣，「看病難･看病貴｣，「収入の格差が極めて大きい」
であった。さらに，この報告書によると，都市部と農村部
の住民が重視する問題はそれぞれ異なっており，都市部の
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住民は「就業・失業｣，「住宅の価格が高い｣，農村部の住
民は「看病難・看病貴」という問題を抱えている(李・李
2008:24-25)。つまり，｢科学的発展観｣の確立と「和譜社会」
の構築は国民の生活改善や社会の安定維持に対して，現状
として現政権の政治理念との距離に違和感があるとみられ
６）
る。
2006年に中国政府は年金・医療・失業・労災・出産育児
といった５種類の保険を対象とした「社会保険法」の制定
に着手し始め，2010年１０月に全国人民代表大会で「社会保
険法」（主席令[第三十五号])が正式に採択され，2011年７月
１日から施行する。この法律は，中国社会保険分野におけ
る初めての総合的な法律であり，中国社会保険制度の基本
的枠組みを定めた基本法として位置付けられている。今回
の社会保険法のなかには，農村部の新型合作医療制度と都
市部の都市住民基本医療保険の構築および整備に関する条
項が明確に定められているため,都市部と農村部を問わず，
｢国民皆保険」体制の実現に向けて画期的なものである。
現在，「以人為本(人間本位)」という政治理念の下で，「国
民皆保険」体制の構築が始まった。とくに，2009年４月か
らスタートさせた「新医改」は「看病難・看病貴」の問題
を解決するため，医療衛生事業の公益性を取り戻すこと
と，都市部と農村部を問わず，すべての国民に基本的な医
療サービスを受けられるようにすることを目標に行われて
いる。いわば｢全民医療保障に向えていく改革」であった。
しかし，現在中国における「国民皆保険体制に到達するま
で相当険しい道程になる」（王2009：206)とみられる。
３おわりに
現在中国は深刻な「格差社会」時代を迎えているが，こ
れを医療保障の観点からみれば，貧困への転落リスクと医
療格差の拡大という両面でクローズアップされている。要
するに，今日まで中央財政が医療衛生事業への補助を削減
したことで，「公益性」は脆弱になり，国民の健康保持増
進や公衆衛生の維持向上が難しくなっている(顧2008：127
-129)。
近年，「看病難・看病貴」問題が大きな社会問題・政治
問題として広く注目されるようになった。実際，医療の格
差問題は決して市場経済体制の導入でおきたものではな
く，新中国建国以来ずっと抱えていた問題である。胡錦涛
政権は，2006年から最優先課題として医療制度改革に取り
組んできたが，「看病難・看病尚」問題に対して国家主導
で行うか市場主導で行うかの論争によって改革案をまとめ
陳理
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ることができなかった。その後，中国政府はこれまでの財
政支出の中で医療支出の抑制と政府負担の軽減を主眼とし
た医療保険制度の失敗を認め，2009年４月から「新医改」
をスタートさせた。今回の「新医改」は「全民医療保障」
に着目しつつ，貧困層と社会的弱者といった特に対応の必
要な層に対しての措置が行っているものの，日本の皆保険
に相当するような総合的・包括的な制度に取り組むことは
考えていないと思う。とくに，現行の医療保険制度は貧困
者と社会的弱者に対して無力であり，しかも各地域におい
て貧困転落リスクの予防制度が不完全である。したがって，
現代中国において，戸締制度による多元化医療保障体系か
ら全国統一的な医療保障制度を築き上げていくという課題
７）
がここでは問われる。
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注
ｌ）小康とは，衣食が足りてややゆとりのある状態である。
２）ここでいう「五つの統一的配置」とは，都市と農村の発展の
バランス，地域と地域の発展のバランス，経済と社会の発展
のバランス，人と自然の発展のバランスのとれた発展，国内
発展と対外開放のバランスをそれぞれ統一的に企画すること
である(王2009：３７)。
３）「中華人民共和国国民経済和社会発展第十一ﾉi､五年規訓綱要
（全文)｣，新華網，http:"news､xinhuanet､com/misc/2006-03/16／
content4309517htm，2006年３月１６日。
４）「胡錦涛在中国共産党第十七次全国代表大会上的報告(全文)｣，
人民網，htlp://Cpc､people､comcn/GB/64162/64168/106155/106156
／6430009.ｈｔｍｌ，2007年１０月１５日。
５）「国民経済和社会発展第十二/i､五年規劃綱要（全文）」，政府
網，http:"www､gov.c､/20111h/contcntl825838､htm，2011年３月
１６日。
６）この点については，王文亮(2009)で説得的に論じられている。
７）たとえば,この課題については,鄭(2011)が「三歩走(三歩進む）
戦略」を提言している。
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